
山梨市文化財調査報告書 第4集

束 後 屋 敷 遺 跡

平成7年 3月

山梨市遺跡調査会

山梨市教育委員会

朝 日商事有限会社



序

山梨市は、「可美里 (郷 )」 という形で古くから文献に登場して

います。このことからも、市内には古代甲斐国の様子を知る手が

かりとして、多くの遺跡が地下に埋蔵されていることが予想され

ます。今回の調査では、主に平安期の住居址やそれに伴う遺物が

発見され、その中には墨書土器も含まれるなど、小規模の調査と

してはまずまずの成果が上げられたと思います。山梨市の中では

東端にあたる東後屋敷地区での今回の発見は、古代可美里の範囲

やそれを構成する集落の規模等を考える上で、貴重な資料になる

と思われます。

文献史料から得ることのできる情報には限りがありますが、埋

蔵文化財の調査によって得られる情報は、調査方法や技術の進歩

を考えると無限の可能性を秘めています。このような埋蔵文化財

を後世に残すことは、自然環境を残すことと同じように大切なこ

とだと思います。今後やむをえず壊される遺跡については、でき

るだけ多くの情報を残すよう努力していきたいと思います。

最後に今回の調査に関し、御理解を示して下さった朝日商事有

限会社、並びに御指導・御協力をいただいた皆様に深く感謝申し

上げ、序といたします。

平成 7年 3月

山梨市教育委員会

教育長 向山 保雄



例 言

1 本書は、山梨県山梨市東後屋敷字天神322番に所在する、東後屋敷遺跡の発掘調査報告書で

ある。

2 本発掘調査は、分譲宅地造成に伴う緊急発掘調査で、朝日商事有限会社の委託を受け山梨市

遺跡調査会が実施 した。

3 発掘調査から本書作成に至るまで、次の諸氏・諸機関に御教示・御協力を賜 った。記して謝

意を表したい。(敬称略)

呻 会学術文イ陽果 珂、野正文、保坂康夫

山梨県埋蔵文化財センター 長沢宏昌

帝京大学山梨文化財研究所 平野 修、河西 学

塩 山 市 教 育 委 員 会 飯島 泉

牧 丘 町 教 育 委 員 会 大崎文裕

4 本書の執筆・編集は山梨市教育委員会社会教育係三澤達也が行った。

なお、これらの作業を堀内博雄、小河いつゑ、深沢さつきが援けた。

5 調査に関する諸記録および出土遺物は、すべて山梨市教育委員会が保管 している。

凡 例

1 遺物番号は、挿図・ 図板及び遺物観察表で一致する。

2 土色は「新版標準土色帖」 (小山 。竹原 1976)を参照した。

3 挿図第 2図には、国土地理院発行の 1/50,000地形図「御岳昇仙峡」を使用 している。

4 挿図中のレベルは標高値を示 している。

5 遺物実測図中の土器断面が黒く塗りつぶしてあるものは須恵器を、器体部内外面のスクリー

ントーンは黒色土器を示す。

6 住居址実測図中の ドットのスクリーントーンは焼土およびその範囲を示 している。
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第 1章 調査の概要

第 1節 調査に至る経緯

平成 6年 6月 、山梨市教育委員会に朝日商事有限会社 (以下、朝日商事)よ り、宅地分譲事業

を計画中につき、開発地における遺跡の有無を確認 したいとの照会があった。その土地が周知の

埋蔵文化財包蔵地であったため、市教育委員会では事前の届出が必要であると回答 し、平成 6年

6月 14日 、朝 日商事より文化財保護法第57条の 2に よる届出がなされた。同時に市教育委員会で

は朝日商事の協力のもと試掘調査を実施 し、遺跡の存在および範囲を確認 した。

平成 6年 6月 20日 、県教育委員会より事前の発掘調査を行わなければならない旨の通知がなさ

れ、市教育委員会では朝日商事に伝達するとともに本調査の実施を指導 した。朝 日商事から調査

を依頼された市教育委員会は、山梨市遺跡調査会を紹介 し、平成 6年10月 14日 、山梨市遺跡調査

会と朝日商事との間に委託契約が結ばれた。

平成 6年 10月 14日 、文化庁に発掘通知を提出し、平成 6年10月 20日 より発掘調査が開始された。

第 2節 調 査 組 織

1 調査主体

山梨市遺跡調査会

会  長  向山 保雄 (市教育長)

副 会 長  植松 又次 (市文化財審議会会長)

理  事  萩原 定徳 (市文化財審議会会長職務代理)

〃   古屋 善博 (市文化財審議会委員)

″   雨官 博文 (市文化財審議会委員)

″   佐藤 幸男 (市社会教育委員)

″   雨官 和子 (市社会教育委員)

参  与  保坂 康夫 (県教育委員会学術文化課)

〃   長沢 宏昌 (県埋蔵文化財センター)

監  事  手島  勇 (市収入役)

″   大澤 一仁 (市企画課長)

事務局長  秋山  向 (市教育次長)

事務局員  声沢  武 (市社会教育係長)

〃   三澤 達也 (市社会教育係)
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調査担当

山梨市教育委員会 三澤達也

調査参加者

本田三夜子、林 周子、黒瀬信子、戸田ひろ、田中清昭、小河いつゑ、深沢さつき、

前田紀久子、雨官 好、雨官久美子、深沢茂子、山下好子

第 3節 調査方法 と経過

発掘区の設定は、開発対象地1,141HFの うち試掘調査で予想された範囲3004rに ついて行った。

この発掘区をカバーするように4m四方のグリッドを設定 し、X軸 (南北)方向にA～ E、 Y軸

(東西)方向に 0～ 4と し、両者をあわせて各グリッドの呼称とした。

調査開始 日の10月 20日 と翌21日 の 2日 間で重機による表土除去を完了し、24日 からジ ョレン精

査および平面プランの確認を行った。調査地の西側においては住居址および土坑のプランが確認

されたが、東側については同層位では確認できなかったため、サブ トレンチを設定 して断面の検

討及び下層の状況の把握を行ったが遺構の検出には至らなかった。

遺物の取り上げに際し、原位置を保っているものに関 しては、 トータルステーションの座標測

量機能を利用 し、X座標・ Y座標・ Z座標 (レベル)を記録 している。最終的に住居祉 5軒、土

坑14基が検出され、調査は11月 15日 に終了した。

1第
1色 調と区鉢 亀(」 1痢 言

◎

　

◎

誤

⑥
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第 2章 調査地の環境

第 1節 地理的環境

山梨市は、甲府盆地の北東よりに位置し、中心付近を奥秩父連峰に源を発する笛吹川が南流し

ている。笛吹川を挟んで西側は山間地が多く、東側は笛吹川とその支流によって形成された扇状

地の平坦な地形となっている。調査地の位置は、山梨市の東端で扇端部にあたり、標高は355m

を測る。調査地の300m南東には市の境界の一部である重川が南西流 している。調査地付近の重

川流域では、扇状地を侵食する形で河岸段丘が形成されており、重川右岸の低位段丘面と調査地

との比高は10mほ どある。この扇状地を構成する礫層は中位段丘礫層と考えられ、更新世に形成

されたものとされている。調査地付近では、礫層の上にローム層などがのっており、その厚さは

合わせて1.7mほ どである。

第 2節 歴史的環境

山梨市内には、縄文時代から古代・中世 。近世にわたる遺跡が点在 し、その数は90に のぼる。

さらに発掘調査や分布調査によって今後増加することが予想されるが、これらの遺跡の多くは遺

物の表面採集によって認定されたものであるため、遺跡の詳細な内容が明らかなものは少ない。

過去に発掘調査が行われた遺跡は、上野晴朗氏らの調査による七日子遺跡 。日下部遺跡、野沢昌

康氏による江曽原遺跡、山梨市教育委員会 。(財)山梨文化財研究所による荒神山窯跡等がある。

七日子遺跡 。日下部遺跡・江曽原遺跡は、いずれも戦後昭和24年～25年に発掘調査されたもので、

本県考古学史の中でも先駆的な存在である。七日子遺跡では平安期の竪穴住居址 4軒などが発見

され、日下部遺跡では平安期の竪穴住居址29軒 と掘立柱建物址が発見されたほか土師器・須恵器・

灰釉陶器 。鉄器・錯帯金具等遺物も多数出土 している。また江曽原遺跡では多数の動植物遺体が

出土したことで注目をあびた。荒神山窯跡では昭和61年に行われた発掘調査により、窯跡の可能

性のある遺構 3～ 4基が検出され、出土遺物の検討からそれらの時期として■世紀前半及び11世

紀後半～12世紀前半が考えられている。

『和名抄』によると古代甲斐国には山梨・八代・巨摩・都留の四郡が配置されていた。現在の

山梨市域は山梨郡に合まれており、山梨 。加美 。大野・栗原の各郷の一部または全部がそれにあ

たる。奈良県の正倉院には、「 甲斐国山梨郡可美里日下部□□□純一匹和銅七年十月」と墨書さ

れた白純金青袋が所蔵されている。日下部という名称は現在は地名として使われており、行政上

の地区名としては、南は山梨市役所周辺から北は塩山市に接するまで、西は笛吹川から東は後屋

敷地区と接するまでの範囲を指す。また可美里の範囲は、山梨市の中心以北、牧丘町 。三富村・

塩山市の一部が考えられており、今回の調査地を合む後屋敷地区もその中に入るとする考えもあ

る。いずれにせよ奈良時代初期にこの地区に人が居住 していたことは間違いなく、今後の調査に

―- 3 -―
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第 2図 遺跡位置図
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よってその範囲等が明らかにされることが期待されるところである。

第 3章 基 本 層 序

土層断面は調査区西壁を、また、ローム層以下は北壁の一部を深掘りし、観察した。深掘り部

は、1.7mほ ど下げたところで礫層になり、その上にローム層などがのる形となっていた。ロー

ム層以下は堆積層と思われる。

以下、各土層について説明する。

第 I tt Hue10YR3/4暗 褐色

第 二
′

層 HueloYR3/3暗褐色

第 II att Hue7.5YR4/6褐 色

第H btt Hue7.5YR4/6褐 色

第H ctt Hue7.5YR4/6褐 色

第 HI tt HuC7.5YR5/6明 褐色

第 Ⅳ 層 HueloYR5/8黄褐色

第 V tt Hue5Y7/2灰 白色

第 Ⅵ 層 HueloYR3/4暗褐色

耕作土。厚さ30o4で調査区全体におよんでいる。

耕作土。厚さ0～ 30on。

炭化物・赤色粒子を合む。遺構の付近に分布。遺物包合層。

厚さ0～40m。

住居祉内部に分布。 0～ 15an。

住居社内部に分布。Ha層 との間に黄褐色土をブロック状

に挿む。炭化物・赤色粒子を含む。同層中から径2.5o4の

巨大なスコリアを検出。厚さ0～259n。

ローム層。Ⅳ層より赤みがかかる。厚さ0～ 30cln。

ローム層。堆積構造がみられる。厚さ30～60m。

砂層。上部でW層と、下部でⅥ層と交ざり合う。厚さ 0～

45cln。

礫層。径30o4以 上の巨礫を含む。

第 3図 土層模式図
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第 4章 遺構と遺物

第 1節 遺 構

(1)竪穴住居址

1号住居址 (第 4図 )

C-1グ リッドに位置する。重複遺構はない。平面形態は隅丸方形を呈する。規模は長軸4.2

m、 短軸で3.5mを 測る。主軸方向はN-24° 一Eである。

床は黄褐色土を床面としており、中心からカマ ドにかけて1/4ほ どが堅固である。壁の遺存状

態は比較的良好で、壁高は最も高い西側で35cmを 測る。ピットは 1っ検出されたが、深さ15mと

浅い。壁濤は確認されなかった。

カマ ドは北壁の西寄りに位置し、袖石 。天丼石の一部が残存 している。

遺物は、土師器の杯、皿 。小型甕 。甕・竃型土器、須恵器の甕などが出土 している。

ヽ
。 Ъ

I

い
出
団
聞
剛
酬
Ｎ
Ｍ
ＩＩＩ
伊

354.50上

引
団
＝
。
ゅ
．帯
ゅ
∞

〆
一
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2号住居址 (第 5図 )

D-0グ リッドに位置 し、 3号

および5号住居址と重複している。

両住居址より古い。西側は範囲外

に続いており、形態等は不明であ

る。規模は南北辺で3.9mを 測る。

主軸方向はN-32° 一Eである。

床は黄褐色土を床面としており、

南側の一部が軟弱である以外は全

体的に固くしまっている。壁高は

北側で 379nを測る。壁濤・柱穴

は検出されなかった。

カマ ドは北壁のやや東寄りに位

置し、両袖石・天丼石の一部およ

び支脚石が残存 している。

遺物は、土師器の杯、皿・甕・

小型甕、両面黒色土器の高合皿、

須恵器の重、金属器等が出土 して

いる。

3号住居址 (第 5図 )

E-0グ リッドに位置し、 2号

住居址と重複 している。 2号住居

址より新 しい。本住居址の西側大

部分は調査範囲外に延びており、

規模・ 形態等詳細は不明である。

北側の覆土および床面に、袖石

および天丼石として使用されてい

たと思われる、拳大から人頭大で

円形度の低い石材が散乱している。

遺物は土師器の杯と金属器の刀

子が出土 している。

5号住居址 (第 5図 )

C-0。 D-0グ リッドに位置

し、 2号住居址と重複 している。

4

主

‐湘
判
‐
。
。
．寸
ゅ
∞

口
　
　
　

Ａ
一

A
354.60

0               2m

A′

第 5図  2・ 3・ 5号住居址平面図
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2号住居址より新 しい。当初 2号住居址の一部と考えられたため、 2号住居址の床面を追う形

で掘りすすめていったところ、これよりも数cm高いレベルで堅固な床面が確認された。さらに焼

土と石材が発見され、 2号住居址を東壁で切っていることを確認し、新たに5号住居址とした。

このため床は、カマ ド周辺の堅固な部分と2号住居址と重なり合わない東側の部分のみが確認さ

れたにとどまった。平面形態は隅丸方形を呈すと思われ、規模は南北辺で2,9mを測る。主軸方

向はN-31° 一Eである。壁高は東側で34mを測る。

カマ ドは石材の散乱と焼土の分布によってカマ ドと確認できる程度で、北壁やや東寄りに位置

している。

遺物は土師器の杯、皿 。甕 。小型甕・竃型土器、須恵器の壺などが出土 している。

4号住居址 (第 6図 )

B-0・ C-0グ リッドに位置しており、重複遺構はない。西側が調査範囲外に続いているが、

平面形態は隅丸方形を呈すると思われる。規模は南北辺で2.7m、 東西辺で2.3mを 測る。主軸方

向はN-27° 一Eである。

床は黄褐色上を床面とし、とくに堅固な面は確認されなかった。壁高は北側で38cmを測る。壁

濤・柱穴は検出されなかった。カマ ドは調査範囲内では確認されなかった。

遺物は土師器の杯、皿・甕、須恵器の甕などが出土している。

354.50 A

第 6図  4号住居址
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(2)上坑 (性格不明ピット)(第 【図)

本調査で検出された土坑は合計14基であり、D-1・ D-2・ E-1・ E-2の各グリッドに

集中的に分布する。全て時代・ 性格ともに不明である。平面形態は不整円形・不整精円形を呈し、

規模は大きいもので径罰9n、 小さいもので径30clnほ どである。伴出遺物、柱痕跡はともにない。

◎ ◎

第 7図 土坑群平面図

第 2節 遺 物

本調査では、土器・石器・金属器が出土している。土器の種別は、縄文土器・ 土師器・須恵器

であり、量的には平安時代の上師器・須恵器が多く、縄文土器は遺構に伴うものはない。個々の

遺物については観察表にその特徴を記載 した。なお表中、出土地点が住居辻になっているものに

は覆土から出上したものを含んでおり、出土状況については第17・ 18・ 19図に示 した。
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0                    10cm

第 8図 出土遺物(土師器郷・ 皿 )
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出土遺物 (土師器郷・ 皿 )
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0                     10Cm

第10図 出土遺物 (上師器甕 )
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第11図 出土遺物(土師器甕 )
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第12図 出土遺物(土師器甕 )
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第13図 出土遺物(寵・須恵器 。金属器)
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第15図 出土遺物(縄文土器 )
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器  種 法量m 残 存 外面調整 内 面 調 整 底 部 色 調 胎  土 備  考

1
土師器
杯

1号住 1/2
ロクロナ
デ手持ヘ
ラ削り

ロクロナデ へ
り

持
削

手
ラ

橙色 赤色粒子

土師器
杯

1号住 1/6
ロクロナ
デ手持ヘ
ラ削り

ロクロナデ放射
状暗文

橙色 赤色粒子

器

黒

舅鰤理螂
1号住 1/6

ロクロナ
デ手持ヘ
ラ削り

ロクロナデ放射
状暗文黒色処理

回転ヘ
ラ削り

にぶい黄褐
色

赤色粒子

土師器
皿

1号住 ほぼ完

ロクロナ
デ回転ヘ
ラ削り

ロクロナデ渦巻
状暗文

へ
り

転
削

回
ラ

回転ヘラ削
り

褐 色 赤色粒子

土師器
皿

1号住
13.3
4.7
2.7

3/5
ロクロナ
デ回転ヘ
ラ削り

ロクロナデ へ
り

転
削

回

ラ 橙色

赤色粒子・石
英・長石。金雲
母を合み粗

体部外面墨書
「役」カ

土師器
皿

1号住 1/2
ロクロナ
デ手持ヘ
ラ削り

ロクロナデ へ
り

持
削

手
ラ

橙色 赤色粒子

土師器
小型甕

1号住
口縁部
破片

縦ハケ 横ハケ
明赤褐色～
黒褐色

金雲母

土師器
小型甕

1号住
日縁部
破片

縦ハケ 横ハケ
明赤褐色～
黒褐色

石英・長石。金
雲母

土師器
甕

1号住
体部破
片

縦ハケ 横ハケ指頭痕
明赤褐色外
面褐色

長石・金雲母

土師器
甕

1号住 8.4 底部 縦ハケ
横ハケ指頭痕黒
色処理か 木葉痕

明赤褐色～
黒褐色 (内
面褐色)

長石・金雲母

上師器
甕

1号住 (8.5)
底部破
片

木葉痕 褐色 長石。金雲母

土師器
竃型土器

1号住 小破片
明赤褐色～
黒褐色

土師器
寵型土器

1号住
底部破
片

縦ハケ 横ハケ指頭痕 一色褐
色

赤
褐

明
黒

長石。金雲母・
黒雲母

須恵器
甕

1号住
体部破
片

H「 き 青灰色

土師器
杯

2号住
(11.6)
(5,0)
3.7

1/4
ロクロナ
デ手持ヘ
ラ削り

花弁状暗文 橙色 赤色粒子 口縁部に黒班

土師器
杯

2号住
11.9
4.8
4.2

1/3
ロクロナ
デ手持ヘ
ラ削り

ロクロナデ放射
状暗文

へ
り

持
削

手
ラ

橙 色 赤色粒子
体部外面墨書
「安」カ

土師器
杯

2号住
(11.5)
(4.5)
3.8

1/3
ロクロナ
デ手持ヘ
ラ削り

ロクロナデ花弁
状暗文 橙 色 赤色粒子

体部外面墨書
「七」

土師器
皿

2号住 1/3
ロクロナ
デ手持ヘ
ラ削り

ロクロナデみこ
み部花弁状暗文

へ
り

持
削

手
ラ

橙色 底部外面塁書

上 師 器
|;語ミJ 〔:〕 こ」 Lュ 11岳 |

欝 合 皿
2号住

13.8
6.6
2,7

5/6
ロクロナ
デ黒色処
理

ロクロナデ後ヘ
ラミガキ (渦巻
状)黒色処理

削り出
し高合

黒色 (蒸 着
か)

密 両面黒色土器

20
土師器
甕

2号住
27.4

1/4 縦ハケ 横ハケ指頭痕
明赤褐色～
黒褐色

石英・長石・金
雲母

内面に付着物
29と 同一個体
の可能性あり

第 1表 平安時代遺物観察表

(法量は口径・底径・器高の順。金属器は長さ。幅・厚さの順。一―は計測不能、()は推定値)
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(法量は口径・底径・器 長さ。幅・厚さの順。――は計測不能、 )は推定値)

Ｅ
〓
．

器  種 鰤 残 存 外面調整 内 面 調 整 底 部 色 調 胎  土 備  考

土師器
甕

2号住
27.3

1/7 縦ハケ
横ハケ
指頭痕

にぶい橙色
～黒褐色

長石・黒雲母・
金雲母

土師器
甕

2号住
26.8

日縁部
破片

縦ハケ
横ハケ
指頭痕

明赤褐色～

黒褐色
長石・金雲母

器
甕

師
型

土
小

2号住
16.8

日縁部
破片

縦ハケ 横ハケ
明赤褐色～

黒褐色
長石。金雲母

土師器
甕

2号住
体部破
片

縦ハケ
横ハケ
指頭痕

にぶい褐色
外面褐色～

黒褐色

長石・黒雲母・
金雲母

土師器
甕

2号住
体部破
片

縦ハケ
横ハケ
指頭痕

明赤褐色～
黒褐色

長石。金雲母

26
土師器
甕

2号住
体部破
片

縦ハケ
横ハケ
指頭痕

明赤褐色～

黒褐色
長石・金雲母

土師器
甕

2号住 8.5 底部破
片

横ハケ 木葉痕
にぶい褐色
外面褐色～

黒褐色
金雲母

28
土師器
甕

2号住 7.2 底部破
片

縦ハケ 横ハケ 木葉痕
褐色～黒褐
色

長石・金雲母

29
土師器
甕

2号住 9,3 1/8 縦ハケ
横ハケ
指頭痕

木葉痕
明赤褐色～

黒褐色
石英・長石・金
雲母

20と 同一個体
の可能性あり

須恵器
霊

2号住 (5.■
底部小
破片

ロクロナ

ア
ロクロナデ 灰黄色

外面に自然釉
付着

金属器
刀子か

2号住

８

８

０

金属器
刀子

2号住

土師器
不

3号住
(13.9)

3.7
1//6

ロ クロナ

ア
ロクロナデ

糸転
り

回
切 褐色 やや粗

金属器
刀子

3号住
茎部欠
く

土師器
杯

4号住 2//3
ロクロナ
デ手持ヘ
ラ削り

ロクロナデ花弁
状暗文

手持ヘ
ラ削り

橙 色 赤色粒子

土師器
皿

4号住
13.8
6.6
2.6

1/2
ロクロナ
デ回転ヘ
ラ削り

ロクロナデ渦巻
状暗文

回転糸切
り後回転
ヘラ肖」り

橙 色 赤色粒子

上師器
甕

4号住
31.0

部
片

縁
破

日
小

横ハケ
褐色～黒褐
色

長石・金雲母

須恵器
甕

4号住
体部破
片

平行叩き
当て具痕 (同 心
円文)

灰白色

土師器
不

5号住 3/4
ロクロナ
デ手持ヘ
ラ削り

ロクロナデ へ
り

持
削

手
ラ

橙色 赤色粒子

土師器
皿

5号住
(13.5)
(5.5)
2.3

1/4
ロクロナ
デ手持ヘ
ラ肖Uり

ロクロナデ
回転糸
切り

橙色 赤色粒子
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(法量は日径・底径・器高の順―一金属器は長さ・幅・厚さの順。一― は計測不能、()は推定値

野提 器  種 ■4 tb占 法量m 残 存 外面調整 内 面 調 整 底 部 色 調 胎  土 備  考

土師器
皿

5号住 5,5 1/4 回転ヘラ
削り

へ
り

転
削

回
ラ

橙 色

石
含

色粒子．
・長石を
粗

赤
英
み

土師器
甕

5号住

30.6
口縁部
破片

縦ハケ
横ハケ
指頭痕

明赤褐色～
黒褐色

長石・黒雲母。

金雲母

土師器
小型甕

5号住
16.8

部
片

縁
破

日
小

縦ハケ 横ハケ
褐色～黒褐
色

長石

土師器
甕

5号住 8.5 底部完
存

縦ハケ
横ハケ
指頭痕

木葉痕
明赤褐色～

黒褐色
長石・黒雲母・
金雲母

土師器
甕

5号住 8.2 底部破
片

縦ハケ 横ハケ 木葉痕
褐色～黒褐
色

石英・長石・金
雲母

46
土師器
竃型上器

5号住 小破片
明赤褐色～
黒褐色

須恵器
笙

5号住 12.6 底部片
1/8

回転ヘラ
削り

ロクロナデ へ
り

転
削

回

ラ
灰 色 黒色粒子

48
土師器
杯

３
住
＞

Ｄ．い
雖

小破片
ロクロナ

ア
ロクロナデ 橙 色 赤色粒子

体部外面逆位
墨書「持」

杯
は靭諦は

表上 小破片
回転ヘラ
削り

ロクロナデ
へ
り

転
削

回
ラ 笹 色

土師器
蓋

１
住
＞

Ｃ．“
難

1/6
ロクロナ
デ回転ヘ
ラ削り

ロクロナデヘラ
ナデ

笹色

第 2表 縄文土器観察表

毛

コ
■4ttと 層 位 特 徴 色  調 胎  土

l B-0 I 櫛描文 にぶい黄褐色 石英・長石

C-0 I 櫛描文 にぶい黄橙色 長石

B-0 I 櫛描文 にぶい黄橙色 長石

B-2 I 平行沈線文 にぶい黄種色 石英。長石

C-3 I
隆帯状にペン先状工具による押 し引き、さらにその上に斜位平
行沈線

にぶい黄橙色 石英。長石・金雲母

B-1 I 櫛描文 にぶい黄褐色 石英・長石

E-2 I ヘラによる沈線文・ボタン状貼付文 黄 褐  色 長石

D-1 I ヘラによる沈線文・ボタン状貼付文 にぶい黄橙色 黒雲母

E-1 I ヘラによる沈線文。ボタン状貼付文 にぶい黄橙色 長石

C-1 ヘラによる沈線文・ボタン状貼付文 にぶい黄褐色 長石・黒雲母

-21-



■44L占 層 位 特 徴 色  調 胎  土

F-2 I ヘラによる沈線文・ボタン状貼付文 褐 色 長石・金雲母

D-0 I 単節縄文 明  褐  色 石英。長石

C-1 粘土紐による蛇行貼付文、その下に斜行縄文(RL) 明  褐  色 石英。長石・金雲母

D-2 I 口縁部。その下に半載竹管による横位平行沈線文 褐 色 長石・金雲母

D-2 I 無節縄文(L) 橙 色 長石

D-1 I 明 褐  色 石英。長石・金雲母

D-1 I 無節縄文の地文上に波状平行沈線文 明 黄 褐 色 長石

D-0 石英。長石・黒雲母

C-0 I ペン先状工具による押 し引き にぶい黄橙色 長石

口縁部。斜位平行沈線文 明  褐  色 長石

E-1 I 口縁部。横位平行沈線文・斜位平行沈線文。日唇部に爪形文 褐 色 長石・金雲母

F-1 斜位平行沈線文・横位平行沈線文・ヘラによる沈線文 橙 色 長石・金雲母

A-1 I 上部横位沈線文、その下に斜位沈線文 明 黄 褐 色 長石。金雲母

24 C-2 I 上部横位平行沈線文、その下に縦位平行沈線文 橙 色 長石

B-2 I 隆帯文上に刺突文 にぶい黄橙色 石英・長石

上部横位平行沈線、その下に斜位平行沈線文 明  褐  色 長石

B-1 I 縦位平行沈線文 にぶい黄橙色 長石

28 D-1 I 上部横位平行沈線文、その下に斜位平行沈線文 明  褐  色 長石

29 D-2 I 口縁部。口唇部に爪形文。横位平行沈線・斜位平行沈線文 にぶ い褐 色 長石

E-1 I 平行沈線文 黄  褐  色 長石

C-0 I 底部。縦位平行沈線文 明  褐  色 長石

隆帯文上に刺突文 明 褐  色 石英・金雲母

A-2 I 口縁部。日唇部にも平行沈線文 明  褐  色 長石

D-0 I 平行沈線文。ペン先状工具による押し引き 褐 色 長石・金雲母

D-1 I 角張ったヘラ状工具による爪形文 明  褐  色 石英・長石

D-3 I

I 占薔黄倍辛灯携疼ぴ毛墓薄
斜位平行沈線文。隆帯による楕円形

黄 掲  色 石英・長石
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第 3表 石器観察表

駐 種  類 出 土 地 点 層 位 長 さ (an) 幅 (cnl) 厚 さ (04) 石   材

1 打 製 石 斧 E-2 I ホルンフェルス

2 打 製 石 斧 E-3 I 1.1 ホルンフェルス

3 打 製 石 斧 C-0 I ホル ンフェルス

4 打 製 石 斧 B-3 I ホル ンフェルス

5 打 製 石 斧 C-2 I 1,1 ホル ンフ ェルス

打 製 石 斧 D-1 I 粘板岩

磨 石 C-0 I 花闘岩

第 5章 考 察

(1)遺構の年代

まず 1号住居址の遺物から見てみ

ると、第 8図 1は甲斐型杯で、日径

13.6cm・ 底径5.4cmで 、体部外面下

半の手持ヘラ削り、内面の暗文が見

られないなどの要素から、甲斐編年

の�期に当るものと思われ、 2は、

内面の暗文と肥厚した日縁部とをも 6
つことからX期に当ると思われる。

皿では、 4が 日径、底部および体部

外面下部の回転ヘラ削り、内面の渦

巻状暗文、日縁部と体部との境の弱

い屈曲などの要素からX期、6が 口

径、底部および体部外面の手持ヘラ

削りなどの要素からX～�期に当て

られる。また、小型甕の第10図 7・

8は、日縁部が体部に比べ肥厚 して

いることから�期に当ると思われる。

これらの出土状況をみてみると、 1・

4・ 7・ 3はカマ ドおよびその周辺

から出土 し、床面からの出上を合ん 第17図  1号住居址遺物出土状況

―- 23 -―
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第18図  2・ 3・ 5号住居址遺物出土状況

でいるのに対 して、 2・ 6は カマ ドから離れ、

床面からも浮いた状態で出土している。しかし、

時期的にはむしろ 2・ 6の方が古いものである

ことを考えると、 1号住居址内の覆上の堆積は

長い時間をかけたものではないと思われる。い

ずれにせよ時期的に大きな差があるものは出土

しておらず、遺構の時期としては甲斐編年のX

～�期、年代にして9世紀後半から10世紀前半

が当てられると思われる。

2号住居址出土の杯第 8図15～ 17は、日径・

底径、内面の暗文、体部外面の手持ヘラ削りな
36

どの要素から、いずれも甲斐編年のX期に当る

と思われ、18の皿は、日径、みこみ部の花弁状

暗文、底部の手持ヘラ削り、内面の日縁部と体

部との境の弱い屈曲などの要素からⅨ～X期に

当ると思われる。また、第10。 12図の甕20・ 21・

22お よび小型甕23は、厚い口縁の形態から�期

に当ると思われる。出土状況を見ると、26を除

いたすべての甕がカマ ド内から出上 しているこ

354.50
A
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第19図  4号住居址遺物出土状況
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とがわかる。また杯 。皿では15～ 18、 甕では20・ 22・ 23・ 25。 26・ 23・ 29が床面か らの出土であ

り、 2号住居址の時期を決定付ける遺物になると思われる。よって遺構の時期としては、器種に

よって若子の時期差があるものの、概ねⅨ～�期、年代にして9世紀半ばから10世紀前半が当て

られると思われる。

3号住居址からの出土遺物は少ないが、第 9図33は床面からの出土である。33は、甲斐型杯と

は胎上が異なり、器高は低く、器厚は厚い。特に底部は10nllnと 厚い。底部は回転糸切り無調整で、

年代的には■世紀後半から12世紀はじめが当てられると思われる。

4号住居址では、第 9図35の不は、日径・底径、底部および体部外面の手持ヘラ削り、内面の

渦巻状暗文などの要素からⅨ～X期、37の甕は日縁形状からX期以前であると思われる。出土状

況を見ると、36が床面に近い位置での出上であるほかは浮いた状態での出土であるが、遺構の時

期としては概ねⅨ～X期、年代にして 9世紀半ばからおわりまでが当てられると思われる。

5号住居址出上の杯第 9

図39は 、日径・底径・深み

のある器高、底部および体

部外面下半の手持ヘラ削り、

内面に暗文が見られないな

どの要素から�～�期、40

の皿は底部に回転糸切り痕

を持ち、�期に当てられる。

また、41は胎土が粗雑であ

り、�期後半以降に当てら

れる。小型甕の43は厚い口

縁であり、�期に当てられ

る。出土状況は、43が カマ

ド周辺出上のほか、39が床

面の出土であり、 5号住居

址の時期は�期、年代にし

て10世紀代が考えられる。

これらをまとめると、 2・

4号住居址が最も古く、 1

号住居址がすぐそれに続き、

9世紀後半には3軒の住居

が同時に存在 していたこと

になる。10世紀には2号住

居址を切る形で 5号住居が

存在 し、最も新しい 3号住

′Cl

354.60

第20図 堀立柱建物平面図
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居址は、少し間隔をおいて■世紀後半から12世紀はじめにかけて存在していたものと思われる。

(2)土坑

今回の調査では14基の上坑が確認されている。この中には規則的な配置を思わせるものもあり、

掘立柱建物址の可能性もあると思われるが、深さや大きさが不揃いであり、柱痕跡も見られない

ことか ら断定を避けた。掘立柱建物址 とするならば、 1間 ×2間、柱間寸法が南北方向で

1.2～ 1.5m東 西方向で1.6～2.Omの建物 (第20図)が想定できる。

(3)ま とめ

今回の調査では、竪穴住居祉 5軒、土坑14基が検出された。狭い調査区域ではあるが、これら

の状況を見ると、調査区西側に集中し、東側については遺構が確認されておらず、集落は調査区

から西方向に広がっているようである。またこの調査地は、断続的ではあるが 9世紀半ばから12

世紀はじめにかけて約250年にわたって居住域とされていたことがわかった。 しか し、断片的な

調査であるため、不明な点は多く、集落の規模はどの程度か、時期的にはどこまで遡るのかといっ

た問題は、今後の調査によって明らかにされることが期待される。

註
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調査前風景 深掘 り部セクション

1号住居址 1号住居址遺物出土状況

2・ 3・ 5号住居址 2号住居址遺物出土状況

2号住居址遺物出土状況 5号住居址カマ ド付近



3号住居址 3号住居址遺物 (34)出 土状況

4号住居址 土坑群

土坑半載状況 掘立柱建物力

調査区近景(西から) 調査区近景(東から)
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